
取組後の感想

【良かった点】

・有害獣による農作物被害等の防止、生活環境
の保全、里山の整備に効果があった。

取組のきっかけ・経緯

・人の生活の場と野生生物の生息区域との距離
が縮まった里山地域において、人家と里山間に
緩衝帯を設けることにより、有害獣による農作物
被害や住環境被害を防止する。

人家と里山間に緩衝帯を設けることにより、有害獣による農
作物被害や住環境被害を防止した事例
事業名 里山林整備事業（鳥獣被害防止型）
市町名 東広島市

今後の展開

別の地区において地元住民からの要望がある
場合は、整備費用についての補助を継続してい 
く。 

取組の内容

・事業主体： 尾三地方森林組合
・実施場所： 東広島市安芸津町大田
・業務委託先： －
・業務（実施）量： （除伐0.1ha）
・業務金額（事業費総額）： 400千円(400千円）
・業務（実施）期間： 令和６年10月1日

～令和６年3月26日

【整備前】 【整備後】



取組後の感想

【良かった点】

・間伐や下刈りなどを通じて里山の保全活用に
つなげることができた。

・チップ化した竹を発酵させることにより有機肥料
ができ、農地での利活用につながった。

・里山整備を継続することで地域住民が交流を
深め、楽しめる場づくりを目指す。

取組のきっかけ・経緯

・地域住民が交流を深めることができるいこいの
場を作るとともに里山の復活を目指す。

竹林間伐や桜の植樹を通じて里山を復活させることにより、
地域住民との交流を深めるいこいの場をつくった事例
事業名 里山保全活用支援事業
市町名 東広島市

今後の展開

・間伐だけでなく林道を整備し誰でも山に入れる
状況にし、森林浴ができるようにするなど、住民
が楽しめる「いこいの森」を目指す。

取組の内容

・事業主体： 大道山竹炭工房
・実施場所： 東広島市河内町中河内
・業務委託先： －
・業務（実施）量： 111人
①樹木間伐及び林道整備
②竹の間伐及び竹チップ作りによる竹林整備
③下刈りによる里山整備
④桜の植樹
⑤チェンソー実技講習会
⑥森林調査
・業務金額（事業費総額）：783,000円(811,000円）
・業務（実施）期間：令和５年７月1日

～令和６年３月17日

【活動の様子】

【活動の
様子】



取組後の感想

【良かった点】

・森林伐採を行い森林の整備をしたところへ、カ
ワズザクラ20本を植林し景観の向上に寄与する
ことができた。

・道の駅のイベントにあわせて木工教室を実施し、
森林と触れ合う機会の少ない市民や小学生に森
林保全に対する意識啓発を行うことができた。

取組のきっかけ・経緯

・多種多様な動植物が生息するしゃくなげ湖周辺
の景観を守りながら、有害鳥獣対策としての森
林整備を行う。

事例名：しゃくなげ湖とその周辺部が織りなす景観の保全及
び森林の活用の事例
事業名 特認事業（地域資源保全活用事業）
市町名 東広島市

今後の展開

・県、市と連携して道路周辺の除間伐・整理伐及
び草刈りを行い維持管理していく。

取組の内容

・事業主体： しゃくなげ湖周辺活性化協議会
・実施場所： 東広島市福富町久芳
・業務委託先： 賀茂地方森林組合
・業務（実施）量：
森林整備（伐採）0.35ha（下刈り）0.21ha
森林・林業体験活動（木工教室）15人

（植栽体験 85人）
・業務金額（事業費総額）：6,400,000円
・業務（実施）期間：令和５年９月1日

～令和６年３月26日

【活動の様子】

【整備前】

【整備後】



取組後の感想

【良かった点】

・バッファーゾーン整備及び放置竹林整備を行う
ことにより、沢水の安定供給にもなり、農業用水
の確保、日照の改善につながった。

取組のきっかけ・経緯

・酒米を作付している水田の野生猪や鹿からの
被害を軽減するため、バッファーゾーンの整備を
するとともに、伐採した竹木を肥料化し稲作の品
質向上につなげる。

水田の有害獣被害の軽減のためのバッファーゾーンの整備
が農業用水及び日照の改善につながった事例
事業名 特認事業（里山林課題解決推進事業）
市町名 東広島市

今後の展開

・竹たい肥や林産物生産林の整備により、農地
と山林の好循環を目指す。

取組の内容

・事業主体： 農事組合法人アイ・おだけ
・実施場所： 東広島市高屋町造賀
・業務委託先： 賀茂地方森林組合
・業務（実施）量： 森林整備（整理伐）2.2ha
・業務金額（事業費総額）： 4,950,000円
・業務（実施）期間： 令和５年10月1日

～令和６年3月24日

【整備前】 【整備後】
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